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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第56期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第55期

会計期間
自 平成20年４月１日
至 平成20年６月30日

自 平成19年４月１日
至 平成20年３月31日

売上高（百万円） 6,128 29,460

経常利益（百万円） 273 1,124

四半期（当期）純利益（百万円） 153 600

純資産額（百万円） 7,914 7,759

総資産額（百万円） 17,198 18,531

１株当たり純資産額（円） 639.53 626.98

１株当たり四半期（当期）純利益

（円）
12.39 48.55

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益（円）
－ －

自己資本比率（％） 46.0 41.9

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
807 2,057

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△146 △199

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△313 △1,565

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
1,387 1,038

従業員数（人） 894 885

（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２　売上高には、消費税等は含んでおりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。
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２【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。

３【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 894 (255)

　（注）　従業員数は嘱託65名を除く就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を

外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 628 (157)

　（注）　従業員数は嘱託65名を除く就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第１四半期会計期間の平均人員を外数

で記載しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び売上の状況】

(1）受注実績

事業の種類別セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

（百万円）

建設事業 14,184

販売事業等 789

合計 14,974

(2）売上実績

事業の種類別セグメントの名称

当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

（百万円）

建設事業 5,338

販売事業等 789

合計 6,128

　（注）１　当社グループでは、建設事業以外の受注生産を行っておりません。

２　当社グループでは生産実績を定義することが困難であるため「生産の状況」は記載しておりません。

３　セグメント間の取引については相殺消去しております。

４　売上高総額に対する割合が100分の10以上の相手先別の売上高及びその割合は次のとおりであります。

当第１四半期連結会計期間   

西日本電信電話株式会社 3,421百万円 55.8％

株式会社エヌ・テイ・テイ・ドコモ 728百万円 11.8％

５　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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　なお、参考のため提出会社個別の事業の状況は次のとおりであります。

建設業における受注工事高及び完成工事高の状況

①　受注工事高、完成工事高、繰越工事高

期別 区分
期首繰越
工事高
（百万円）

期中受注
工事高
（百万円）

計
（百万円）

期中完成
工事高
（百万円）

期末繰越
工事高
（百万円）

当第１四半期累計期間

(自平成20年４月１日
至平成20年６月30日)

建設事業      

NTT工事      

所外系設備工事 6,471 11,158 17,629 3,247 14,382

所内系設備工事 219 27 247 128 118

計 6,690 11,186 17,877 3,376 14,501

その他建設工事 3,046 2,863 5,909 1,889 4,020

小計 9,737 14,049 23,786 5,265 18,521

販売事業等 － 156 156 156 －

合計 9,737 14,206 23,943 5,421 18,521

前事業年度

(自平成19年４月１日
至平成20年３月31日)

建設事業      

NTT工事      

所外系設備工事 6,678 14,734 21,412 14,941 6,471

所内系設備工事 88 742 831 612 219

計 6,766 15,477 22,244 15,553 6,690

その他建設工事 2,119 10,064 12,184 9,137 3,046

小計 8,886 25,542 34,428 24,691 9,737

販売事業等 － 853 853 853 －

合計 8,886 26,395 35,282 25,544 9,737

　（注）１　前事業年度以前に受注した工事で、契約の変更により請負金額の増減がある場合、期中受注工事高にその増減

額を含めております。したがって、期中完成工事高にもかかる増減額が含まれております。

２　期末繰越工事高は（期首繰越工事高＋期中受注工事高－期中完成工事高）であります。
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②　完成工事高

期別 区分
西日本電信電話
株式会社
（百万円）

その他
（百万円）

合計
（百万円）

当第１四半期会計期間

（自平成20年４月１日

至平成20年６月30日）

建設事業    

NTT工事    

所外系設備工事 3,247 － 3,247

所内系設備工事 128 － 128

計 3,376 － 3,376

その他建設工事 － 1,889 1,889

小計 3,376 1,889 5,265

販売事業等 26 130 156

合計 3,402 2,019 5,421

　（注）　完成工事のうち主なものは、次のとおりであります。

当第１四半期会計期間の完成工事のうち請負金額50百万円以上の主なもの

発注者 工事件名 区分

株式会社竹中工務店 桜会高齢者専用賃貸住宅新築機械設備工事 所外

株式会社竹中工務店 桜会高齢者専用賃貸住宅新築電気設備工事 〃

株式会社NTT西日本-九州 長崎総18－02D 電気通信設備工事 〃

株式会社NTT西日本-九州 福岡総19－05A 電気通信設備工事 〃

完成工事高総額に対する割合が100分の10以上の相手先別の完成工事高及びその割合は次のとおりでありま

す。

当第１四半期会計期間   

西日本電信電話株式会社 3,402百万円 62.7％

株式会社エヌ・テイ・テイ・ドコモ 728百万円 13.4％

③　繰越工事高（平成20年６月30日現在）

区分
西日本電信電話株式会社

（百万円）
その他（百万円） 合計（百万円）

建設事業    

NTT工事    

所外系設備工事 14,382 － 14,382

所内系設備工事 118 － 118

計 14,501 － 14,501

その他建設工事 － 4,020 4,020

合計 14,501 4,020 18,521

（注）　繰越工事のうち主なものは、次のとおりであります。

　　当第１四半期会計期間の繰越工事のうち請負金額50百万円以上の主なもの

発注者 工事件名 区分 完成予定年月日

株式会社NTT西日本-九州 福岡総19-02A  電気通信設備工事 所外 平成21年１月30日

株式会社NTT西日本-南九州 鹿児島総19-01ロ 電気通信設備工事 所外 平成20年９月10日

エヌ・ティ・ティ・インフラネット株式会社 熊本総代19-06A 電気通信設備工事 所外 平成20年７月10日
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発注者 工事件名 区分 完成予定年月日

株式会社NTT西日本-九州 佐賀総20-05A 電気通信設備工事 所外 平成21年４月10日

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

（1）業績の状況

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、サブプライム住宅ローン問題を背景とするアメリカ経済の減速

や、株式・為替市場の変動、原油価格の動向等から、景気の先行きに不透明感が強まる状況で推移しました。

　このような状況の中、当社グループは新３カ年計画を掲げ、「SYSKENブランドの向上」と「全事業部門利益率の向

上」の２つを経営戦略の柱とし、収益構造の転換と財務体質の強化を図ってまいりました。

　以上の結果、当第１四半期連結会計期間の受注高は149億７千４百万円、売上高は61億２千８百万円となりました。

　また、経常利益は２億７千３百万円、四半期純利益は１億５千３百万円となりました。

部門別につきましては、以下のとおりであります。

（建設事業）

　建設事業つきましては、ブロードバンドサービスの基盤となる光アクセス網の充実のための関連工事が減少し、当第

１四半期連結会計期間の売上高は53億３千８百万円となりました。また、営業利益は４億４千２百万円となりました。

（販売事業等）

　販売事業等につきましては、情報通信関連商品の販売の減少等により、当第１四半期連結会計期間の売上高は７億８

千９百万円となりました。また、営業利益は５百万円となりました。

（2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間における連結キャッシュ・フローは次のとおりです。

　現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ３億４千９百万円増加し、13億８千７百万

円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は８億７百万円となりました。これは主に、仕入債務の減少による支出14億１千２百万

円及び未成工事支出金の増加による支出５億３千５百万円があったものの、売上債権の減少による収入22億５千８百

万円があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は１億４千６百万円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出１億３

千７百万円があったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

　財務活動の結果減少した資金は３億１千３百万円となりました。これは主に、借入金の返済による支出１億８千９百

万円及び配当金の支払による支出１億２千３百万円によるものであります。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第1四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（4）研究開発活動

当第１四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は２百万円であります。

なお、当第１四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありませ

ん。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 48,400,000

計 48,400,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現在発行数

（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月12日）

上場金融商品取
引所名又は登録
認可金融商品取
引業協会名

内容

普通株式 13,100,000 13,100,000

大阪証券取引所

（市場第二部）

福岡証券取引所

－

計 13,100,000 13,100,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

　平成20年４月１日～

　平成20年６月30日
－ 13,100,000 － 801 － 560

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式

721,000
－ －

（相互保有株式）

普通株式

6,000

完全議決権株式（その他）
普通株式

12,288,000
12,288 －

単元未満株式
普通株式

85,000
－ １単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 13,100,000 － －

総株主の議決権 － 12,288 －

　（注）１．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式517株が含まれております。

　２．当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

②【自己株式等】

　 平成20年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）
　     

西日本システム

建設株式会社

熊本市九品寺　　　

３－15－７
721,000 － 721,000 5.50

（相互保有株式） 　     

九州通信産業株式

会社

熊本市四方寄町

1291
5,000 － 5,000 0.038

（相互保有株式） 　     

九州電機工業株式

会社

熊本市大窪２－８

－22
1,000 － 1,000 0.00

計 － 727,000 － 727,000 5.54

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

　
５月

　
６月

最高（円） 285 330 320

最低（円） 260 270 290

　（注）　最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部におけるものであります。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に準拠して作成し、「建設業法施行規則」（昭和24年建設省令第

14号）に準じて記載しております。

　なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」

（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則

に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,735 1,386

受取手形・完成工事未収入金等 4,426 6,684

未成工事支出金 2,338 1,802

その他のたな卸資産 374 331

その他 457 562

貸倒引当金 △19 △33

流動資産合計 9,312 10,734

固定資産

有形固定資産

建物・構築物（純額） 1,276 1,289

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 154 168

土地 1,823 1,823

有形固定資産合計 ※
 3,255

※
 3,282

無形固定資産 300 313

投資その他の資産

投資有価証券 3,252 3,032

その他 1,238 1,330

貸倒引当金 △161 △161

投資その他の資産合計 4,329 4,201

固定資産合計 7,885 7,797

資産合計 17,198 18,531

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 2,772 4,184

短期借入金 2,312 2,506

未払法人税等 113 269

賞与引当金 107 396

完成工事補償引当金 2 2

その他 1,520 919

流動負債合計 6,828 8,279

固定負債

長期借入金 13 9

退職給付引当金 2,091 2,115

役員退職慰労引当金 148 163

その他 201 204

固定負債合計 2,455 2,493

負債合計 9,284 10,772
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末に係る要約
連結貸借対照表

（平成20年３月31日）

純資産の部

株主資本

資本金 801 801

資本剰余金 560 560

利益剰余金 6,429 6,400

自己株式 △158 △158

株主資本合計 7,631 7,602

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 282 156

評価・換算差額等合計 282 156

純資産合計 7,914 7,759

負債純資産合計 17,198 18,531
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年６月30日）

売上高 6,128

売上原価 5,442

売上総利益 686

販売費及び一般管理費 ※
 502

営業利益 183

営業外収益

受取利息 1

受取配当金 23

持分法による投資利益 27

受取賃貸料 21

その他 29

営業外収益合計 104

営業外費用

支払利息 7

その他 6

営業外費用合計 14

経常利益 273

特別損失

投資有価証券評価損 11

特別損失合計 11

税金等調整前四半期純利益 261

法人税等 108

四半期純利益 153
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
　　至　平成20年６月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 261

減価償却費 53

貸倒引当金の増減額（△は減少） △13

賞与引当金の増減額（△は減少） △288

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △0

退職給付引当金の増減額（△は減少） △24

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △14

受取利息及び受取配当金 △24

支払利息 7

持分法による投資損益（△は益） △27

投資有価証券評価損益（△は益） 11

売上債権の増減額（△は増加） 2,258

未成工事支出金の増減額（△は増加） △535

たな卸資産の増減額（△は増加） △43

仕入債務の増減額（△は減少） △1,412

未成工事受入金の増減額（△は減少） 367

その他 468

小計 1,045

利息及び配当金の受取額 32

利息の支払額 △8

法人税等の支払額 △261

営業活動によるキャッシュ・フロー 807

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △389

定期預金の払戻による収入 389

有形固定資産の取得による支出 △137

有形固定資産の売却による収入 0

無形固定資産の取得による支出 △12

投資有価証券の取得による支出 △0

貸付金の回収による収入 3

その他の支出 △3

その他の収入 4

投資活動によるキャッシュ・フロー △146

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △170

長期借入金の返済による支出 △19

配当金の支払額 △123

財務活動によるキャッシュ・フロー △313

現金及び現金同等物に係る換算差額 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 349

現金及び現金同等物の期首残高 1,038

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,387
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

会計処理基準に関する事項の変更 重要な資産の評価基準及び評価方法の変更
　たな卸資産
　当第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基
準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適用し、評価基
準については原価法から原価法（収益性の低下に基づく簿価切下
げの方法）に変更しております。
なお、これによる損益に与える影響はありません。
　　

【簡便な会計処理】

　該当事項はありません。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

税金費用の計算 税金費用につきましては、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計

年度の税金等調整前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税

率を合理的に見積もり、税金等調整前四半期純利益に当該実効税率を

乗じて計算しております。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて

表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額      2,406百万円 ※　有形固定資産の減価償却累計額      2,374百万円

（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

従業員給料手当 188 百万円

賞与引当金繰入額 19  

役員退職慰労引当金繰入額 10  

退職給付費用 16  

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係（平成20年６月30

日現在）

現金及び預金勘定 1,735百万円

預入期間が３か月を超える定期預金 △348

現金及び現金同等物 1,387
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  13,100千株

２．自己株式の種類及び総数

普通株式  724千株

３．新株予約権等に関する事項

　　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

（1）配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月26日
定時株主総会

普通株式 123 10 平成20年３月31日 平成20年６月27日  利益剰余金

（2）基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間末

後となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　
建設事業
（百万円）

販売事業等
（百万円）

計
（百万円）

消去又は全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高      

(1）外部顧客に対する売上高 5,338 789 6,128 － 6,128

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
0 101 101 (101) －

計 5,338 890 6,229 (101) 6,128

営業利益 442 5 448 (264) 183

　（注）事業区分の方法及び各区分に属する主要な事業の内容

(1）事業区分の方法

連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分しております。

(2）各区分に属する主要な事業の内容

建設事業　：通信設備工事、一般土木工事及び電気設備工事他

販売事業等：通信機器の販売、電気通信材料工具の販売、OA機器・ソフトの販売及びリース他

【所在地別セグメント情報】

　全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の合計額に占める「本邦」の割合がいずれも90％を超

えているため、所在地別セグメント情報の記載を省略しております。

【海外売上高】

　海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

（有価証券関係）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありま

せん。

（デリバティブ取引関係）

当社グループは、デリバティブ取引を全く利用していないため、該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額    639円53銭 １株当たり純資産額    626円98銭

（注）１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

 純資産の部の合計額（百万円） 7,914 7,759

純資産の部の合計額から控除する金額
（百万円）

－ －

普通株式に係る四半期連結会計期間末（連結会
計年度末）の純資産額（百万円）

7,914 7,759

１株当たり純資産額の算定に用いられた四半期
連結会計期間末（連結会計年度末）の普通株式
の数（千株）

12,375 12,375

２．１株当たり四半期純利益

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益    12円39銭

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

四半期純利益（百万円） 153

普通株主に帰属しない金額（百万円） －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 153

普通株式の期中平均株式数（千株） 12,375

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

（リース取引関係）

　当第１四半期連結会計期間において、リース取引残高は前連結会計年度の末日と比較して著しい変動がありませ

ん。

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。

EDINET提出書類

西日本システム建設株式会社(E00198)

四半期報告書

22/23



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

  平成20年８月７日

西日本システム建設株式会社  

 取締役会　御中   

 監査法人トーマツ  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 本野　正紀　　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 竹之内　髙司　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている西日本システム建設

株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日か

ら平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半

期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、

当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、西日本システム建設株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の

財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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